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第５次余市町総合計画

計画の策定にあたり町民の皆様から意見や提言をいただくため、

３月１日～３１日の間、アンケート調査を実施しました。オンラ

イン 227 件、用紙 113 件、合計 340 件の回答をいただきました。

総合計画の素案を公表し、町民の皆様から広くご意見や情報を提

供いただく「パブリックコメント」を 11 月 2 日～ 12 月 1 日の

間実施しました。募集の結果１件のご意見をいただきました。

第５次余市町総合計画について、令和３年余市町議会第４回定例

会に上程し、特別委員会での審議を経て、令和４年余市町議会第

１回定例会において議決されました。

町民と行政が協働で総合計画を策定するため、町内各団体から１

８名、一般公募により１４名、計３２名の方に委員として就任い

ただき、オンラインを活用しながら全 5 回開催しました。協議会

会長から、「未来を担う人づくり」「協働できる人づくり」「まちの

歴史や風土を活かす」「まちを豊かにする人づくり」をキーワード

とした提言をいただきました。

総合計画案について、町長の諮問に応じて審議・答申することを

目的に、町内各団体から１９名の方に委員として就任いただき、

全３回開催しました。審議会会長から「計画案について適当」と

の答申をいただき、「持続性や多様性を尊重し明るい未来を創造」

「激動する社会に対応した安全で安心な町民生活の確保と産業の発

展」「社会情勢を踏まえた今後の総合計画のあり方の検討」といっ

た趣旨の意見をいただきました。
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余市町は未来への投資として、人づくりを通

じ、子どもや若者といった次世代の可能性を

引き出すまちづくりを進めます

余市町は選択と集中により、限られた資源を

最大限に活用したまちづくりを進めます

余市町の行動

余市町の行動

余市町の行動

　高齢化が進むなかで、若者世代の役割はますます重要になっていま

す。就労環境や出産・保育環境、住環境をはじめとする若者世代の将

来への不安要因を拭い去り、安心して住み続けられるまちづくりが必

要です。

　余市町で生まれ育った子どもたちが、まちに愛着を持ち、このまち

で生まれ育ったことを誇りに思えるような環境の整備などにより、将

来、町内でこのまちの担い手となる人、町外からこのまちを応援する

人となっていくよう、様々な取り組みを進めます。

　今後、税収など収入の減少が想定される一方、町民ニーズの多様化

により行政サービスに係る費用は増加することが予想されます。

　老朽化する公共施設や上下水道等の社会インフラについても、整備

した当時から町の状況や必要な機能が変わっており、単純な維持・更

新は現実的ではありません。　

　行政施策全般において、総花的な施策の実行では町政を持続するこ

とは困難なため、将来に残すべきものは何か、そのためにどんな潜在

価値を伸ばしていくかを考え、効率的かつ効果的な選択と行動が必要

です。

余市町はこれまでの概念にとらわれず、激動

する社会に対応するまちづくりを進めます

　目まぐるしく変化する社会環境や予測不可能な現象に臨機応変に対

応し、従来の行政サービスの提供や町民ニーズに応えるためには、町

民のまちづくりへの参加の推進が必要です。

　また、先端技術を活用した取組や、大学などの教育機関や他の行政

機関、高度な専門知識を持つ外部人材や民間企業など、多種多様な分

野・人材との連携が重要となります。

　激動する社会において持続的なまちづくりを進めるには、精密な未

来の予測を行いながら、想定される課題への備えと変化に対応した柔

軟なまちづくりが求められています。　　　　　　
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3つの指針

　この１０年間に地方自治体を取り巻く情勢は大きく変

化しています。東日本大震災や胆振東部地震、台風や豪

雨など激甚化する自然災害、新型コロナウイルス感染症

など、日常生活や社会システムに大きな影響を与える現

象が多発しており、町民の暮らしを守ることを最優先と

した臨機応変な行政運営が求められています。

　このような状況のもと、余市町は、目まぐるしく変化

する課題に柔軟かつ迅速に対応するためのまちづくりの

ビジョンを示すものとして、また町民が、自分たちのま

ちの未来を考え、あるべき姿に向かって責任と実感を持

ちながら行動するための一つのツールとなることを目指

して、第5次余市町総合計画を定めました。

町民との協働により一人ひとりがともに力を合わせ、子や孫の世

代にこの素晴らしい余市町を引き継ぎ、すべての人が安全・安心

に暮らし続けられるまちづくり
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